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<重点施策の一つ＞

市民め健康都？■ﾐﾐ蕊りを福祉の充実
昭和59年度J民生部の主な事業と予算一

私
た
ち
を
と
り
ま
く
最
近
の
社
会
環

円
円
境
は
人
□
の
高
齢
化
・
核
家
族
化
．

千
千
割
曼
僅
な
都
市
化
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ

別
玩
諦
て
き
て
お
り
ま
す
。

５
１
会
一
方
、
こ
れ
ら
の
変
化
の
中
で
行
政

０
６
受

２
β
調
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
も
増

《
）
（
）
Ｆ
●
『
）
／
Ｉ
、

幸
忌
意
大
し
、
か
２
己
同
度
化
、
多
様
化
の
方
向

１
１
０
４

◇民生費総額

◇衛生費総額

老
人
保
健
法
が
、
昭
和
五
十
八
年
二

月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
一
年
余
に

ｒ
鷆
陳
卵
Ⅱ

保
健
・
衛
生

…

に
進
ん
で
お
り
ま
可
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実
は
、
菫
点
施

策
の
つ
と
し
て
、
数
々
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
冷
療
小
心
の
今
ま
で

の
老
人
医
療
の
あ
り
方
を
改
め
、
『
予

防
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
ま
で

一
貫
し
た
保
健
、
医
療
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
長
期
的
観
点
か
ら
健
康
の

保
持
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
て
す
。

老
人
保
健
法
に
と
も
な
い
、
心
臓
や

脳
卒
中
な
ど
を
中
心
と
し
た
一
般
健
康

診
査
・
胃
ガ
ン
な
ど
の
ガ
ン
検
診
、
そ

の
他
四
十
歳
以
上
の
人
に
検
診
の
記
録

を
記
載
し
て
、
自
分
の
健
康
管
理
に
役

立
て
る
健
康
手
帳
の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
保
健

婦
を
一
名
増
や
し
五
名
と
し
ま
し
た
。

高
血
圧
症
の
人
び
と
の
生
楢
の
仕
方

や
食
事
に
関
す
る
拙
習
会
・
妊
産
婦
や

各
種
自
宅
療
養
者
の
生
活
指
導
・
健
康

相
談
の
強
化
・
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
そ
の
家
庭
に
あ

っ
た
看
護
の
方
法
・
生
活
管
理
な
ど
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
本
格
的

な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
地
域
ぐ

る
み
の
健
康
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

指して
｢－
1 な‘まちを目指して‘ #;ゞ”

高萩市空き缶等回収に

クリ －ン

翼する条例 昭和59年4月1日施行
（
） ●敵乱防止特定区域の指定（第7条）

空き缶等の散乱を|坊止し、効率的な回収を図る区域を散

乱防止特定区域に指定します。

●自動販売機の届出（第8条）（規貝|｣第4．5条）

自動販売業者は、特定区域内において、 自動販売機によ

り缶容器等の飲料を販売するときは、 自動販売機ごとに

市長に届出をしてください。

●届出済証（第9条）

市長は、届出をした自動販売業者に対し、届出済証を交

付します。－方交付を受けた自動販売業者は、届出をし

た自動販売機の見やすいところに届出済証をちょう付し

てください”

関係者の責務（第2 ． 3‐4 ． 5条）
市の実施する空き缶、空きピン、紙/<ツクの散舌し防止及
び回収に関する施策に協力し’てください。

●市民の責務

具体的には、次のようなことです。

※空き缶等の持ち帰り。

※空き缶等は回収容器へ。

※実践活動への参加。

●事業者の責務

※消費者に対する啓発。

※再資源化の可能な容器への転換。
※空き缶等回収奉仕活動団体への援助。

※缶入り等飲料を販売する場所に、空き缶等回収容器を
設け適正な維持管王里に努める。

●土地等の占有者等の責務

空き缶等を他のゴミと区別して、市の指定する場所に出
してください。

●市の責務

空き缶等の散乱防止のために必要な施策を実施すること。
※空き缶等の散舌L防止思想の普及。

※空き缶等の効果的な施策の実施。

※関係者に対する指導、援助及び要請。

●回収容器の設置及び管理（第10条)(規貝lj第8条）

自動販売業者は、特定区域内に自動販売機を設置したと

きは、回収容器を設け、適正に管理し、市の指定する場

所に分別して出してください。

●指 示（第’ 1条）

市長は、 自動販売業者が規定に違反しているときは、

収容器の言笠置等を指示します。

イ寸 則

市長は、既設自動販売業者に対し、 自動販売機の届出

回収容器の設置及び回収容器の適正な管理に関し、協

をお願いし、協力済言正を交付します。－方交付を受け

ら見やすいところに協力済証をちょう付してください

回

市は、次のような実施計画を策定します。 （第6条）
○空き缶等の回収に関すること。

○空き缶等回収奉仕活動団体の育成。
力
た○空き缶等散乱防止のための環境美化運動の実施に関す

ることロ

○空き缶等散乱防止特定区域において実施すること〔

k<Ig'8'成功させよう科学万 (2)



斎
場
の
建
設
は
、
火
葬
場
と
の
併
設

を
考
え
、
本
年
度
は
建
設
に
関
す
る
諸

手
続
き
を
進
め
る
予
定
で
す
。

資
の
増
大
か
ら
産
業
公
害
は
都
市
公
害

さ
ら
に
広
域
公
害
と
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
以
降
、
公
害
対
策
関
係

法
の
整
備
が
図
ら
れ
、
こ
の
結
果
、
大

気
汚
染
や
水
質
汚
濁
の
公
害
問
題
は
著

し
く
改
善
さ
れ
法
規
制
の
効
果
が
現
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
騒
音
等
の
局
所

的
な
公
害
問
題
が
健
康
で
快
適
な
生
活

環
境
を
求
め
る
市
民
の
願
い
と
し
て
近

年
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
高
萩
市
は
本
年
七
月
一
日
か

ら
騒
音
規
制
法
お
よ
び
振
動
規
制
法
の

地
域
指
定
を
受
け
て
生
活
環
境
の
改
善

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
気
汚
染
か
ら
市
民
の
健
康

を
守
る
た
め
、
汚
染
に
最
も
弱
い
学
童

を
対
象
に
公
害
対
策
健
康
疫
学
調
査
を

実
施
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
公
害
問
題

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
行
政
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。
公
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

－
１
簾
鵡
驚
Ｉ

＝

Ｉ
公
害
対
策
と

健
康
疫
学
調
査

ｌ
の
実
施
Ｉ

公
害
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

十
年
代
の
高
度
成
長
に
伴
う
産
業
投

急
速
な
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
お

年
寄
り
の
か
た
が
た
の
仕
事
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
所
得
の
面
だ
け
で
な
く
、

生
き
が
い
対
策
の
意
味
に
お
い
て
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
年
寄
り
の
か
た
が
た
が
、

仕
事
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
難
か
し
ぐ
、

ま
た
、
一
般
の
雇
用
に
は
な
じ
ま
な
い

が
、
何
ら
か
の
収
入
を
得
て
自
己
の
能

力
を
発
揮
す
る
場
が
ほ
し
い
と
考
え
る

か
た
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
五
十
八
年

四
月
か
ら
『
ミ
ニ
・
シ
ル
ゞ
ハ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
』
が
発
足
し
、
五
十
八
年
度
の

実
績
と
し
て
は
、
延
べ
四
百
四
十
八
人

が
就
労
し
ま
し
た
。

、
維
鍬
抑
Ⅱ

ｆ
串
呼

福
祉

鐸
騨
騨

，癖

‐

5月15日環境保全県民会議から奉仕
活動により高萩中が表彰される

ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
六
十
四
名
の
会
員
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、
庭
園
の
整
備
・
清
掃
・
除
草
・

雑
役
・
子
守
り
・
留
守
番
な
ど
、
広
範

囲
に
わ
た
る
仕
事
（
軽
作
業
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

家
庭
奉
仕
貝
派
遣
制
度
は
、
身
体
上

ま
た
は
、
精
神
上
の
障
害
が
あ
っ
て
、

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
家

庭
に
対
し
て
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
、

日
常
生
活
の
世
話
を
行
い
、
健
全
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
派
遣
対
象

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
・
身
体
障
害
児
者
・
心
身
障
害
児
者

の
い
る
家
庭
で
、
家
族
が
そ
の
日
常
生

Ｉ
ヘ
ル
パ
ー
）
派
遣
制
度

庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
－
１
Ｊ

ミー二・ 参〆ノレ／ざ－

活
の
介
護
を
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
に

あ
る
場
合
派
遣
し
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
内
容

介
護
の
内
容
は
、
食
事
の
世
話
・
衣

類
の
洗
た
く
．
掃
除
・
身
の
ま
わ
り
の

世
話
な
ど
日
常
生
活
上
の
世
話
の
ほ
か
、

生
活
や
身
の
上
の
相
談
・
助
言
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同
居
し

て
い
る
世
帯
に
対
し
、
お
年
寄
り
の
専

用
居
室
を
増
築
、
ま
た
は
一
部
を
改
築

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
核
家
族
化
の
進
む
な

か
で
お
年
寄
り
と
家
族
の
同
居
促
進
・

維
持
を
は
か
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
借
受
者
の
負
担
軽
減
を
は
か

ｒ
鰔
寵
鵬
Ｉ

ー

ホーユ蕊〆ヘノレグ寺一

る
た
め
、
県
と
市
が
利
子
補
給
を
行
い

貸
付
金
利
を
低
率
（
三
％
）
に
し
て

ま
す
。貸
付
限
度
額
百
三
十
三
万
円

身
体
障
害
者
が
、
車
椅
子
を
使
用
し
、

専
用
の
自
動
車
で
、
自
ら
通
勤
の
た
め

に
要
し
た
燃
料
費
に
つ
い
て
、
助
成
す

る
制
度
を
五
十
九
年
度
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。助
成
金
は
ゞ
百
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
た

時
、
そ
の
四
分
の
一
の
額
（
二
十
五
リ

ッ
ト
ル
）
と
し
ま
す
。

ま
た
、
盲
人
用
安
全
杖
・
補
聴
器
・

車
椅
子
等
の
補
装
具
の
交
付
を
し
た
り
、

重
度
の
障
害
者
（
一
・
二
級
）
に
は
、

特
殊
寝
台
等
の
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

品
齢
詐
畔
需

老人居室

(3) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 ． 1 152です。



型宰ｘエヱエエ準エ￥雪ｘ工ｘ一エビ ＝Ⅱ 踵一ハヘ炉 江

I
病
気
や
ケ
ガ
で
病
院
等
に
か
か
っ
た

場
合
、
患
者
は
そ
の
医
療
費
の
う
ち
、

病
院
の
窓
口
で
一
部
負
担
金
（
三
割
）

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
乳
児
等
は
病
気
に
か
か
る

率
が
高
く
、
ま
た
母
子
家
庭
の
母
子
・

重
度
心
身
障
害
者
は
、
経
済
的
に
も
大

変
な
か
た
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

必
要
と
す
る
医
療
を
容
易
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

公
費
の
負
担
に
よ
り
医
療
費
の
無
料
化

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件

は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
と
土
地
取
得
に
つ
い
て
の
二

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
高

萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業
団

の
設
立
に
伴
な
う
讓
貝
の
選
挙
も
行
わ

昭
和
五
十
九
年
第
一
回
高
萩
市
議
会

臨
時
会
か
、
五
月
八
日
、
一
日
の
会
期

ｒ
鼎
齢
關
康
Ｌ

医
療
福
祉

議
会
だ
よ
り

（
五
月
臨
時
会
）
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Ｆ
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ｈ
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岬

罰

団

因

閉

剛

困

矧

Ｅ

Ｆ

矧

頂

Ｒ

Ｅ

日

到

れ
、
次
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
そ

の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

ま
た
、
手
続
き
を
し
て
も
保
険
証
・

受
給
者
証
と
医
療
福
祉
費
請
求
言
を
病

院
に
も
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
、
医
療
費

の
公
費
負
担
に
よ
る
無
料
化
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ⅱ
乳
児
医
療
Ⅱ

○
一
歳
未
満
の
乳
児

○
昭
和
五
十
八
年
度
対
象
者

三
百
七
十
七
名

Ⅱ
母
子
医
療
Ⅱ

○
死
亡
ま
た
は
離
婚
に
よ
り
父
親
の

い
な
い
母
子
家
庭
で
十
八
歳
未
満
の

子
と
そ
の
母

○
昭
和
五
十
八
年
度
対
象
者

選
挙
関
係

○
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企

業
団
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

当
選
平
正
三
、
大
部
勝
央

篠
原
新
一
郎
、
飯
田
邦
昭

近
藤
孝
一
、
吉
田
秀
吉

報
告
関
係

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

１
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
十
一

※
地
方
債
の
調
整
債
の
増
額
配
分
に

よ
る
財
源
内
訳
の
補
正
と
市
税
の
減

額
補
正
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

勺
》

rコ

ヮー
、－〆

Ⅱ
重
度
心
身
障
害
者
医
療
Ⅱ

○
一
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
で
一
級
．

二
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付

を
受
け
て
い
る
か
た
。

○
昭
和
五
十
八
年
度
対
象
者

百
八
十
一
名

は
変
更
な
し
。

２
高
萩
市
市
税
条
例
の
一
部
を

る
条
例

３
高
萩
市
都
市
計
画
税
条
例
の

改
正
す
る
条
例

※
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
の

改
正
す
る
政
令
、
地
方
税
法

関
係
法
令
の
一
部
改
正
が
、
昭

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正

そ
の
他

○
土
地
取
得
に
つ
い
て

※
松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
事
業

う
学
校
用
地
の
取
得

I

Ⅱ目’

四
百
十
九
名

部
を
改
正
す
る
省
令
並

議
会
事
務
局

E

u

』

邦
【
一 式

：施一正 改 N

す
る
一

部
を
一

行
規
一

〆

こ

品

ｔ

Ｉ

へ

和
五
一

る
こ
一
一一

I
部

を

三
一
一

可
皿
弓
９

に
伴

L==zx= ヘニ…入ｮ 申.■

農:生費;j'皇衛生費旦の内訳
（
》 民生費 10E8,205万4千円 衛生費 4億5,361万3千円
◎社会福祉のために使:うお余 ◎保健衛生のため(ﾆ使うお金

4億4 ， 748万6千円 4 1 ．4％
’億5，854万9千円 35．0％

○体の不自由な人や心身に障害のある人の措置、援護。
○健康診断等のために

生活資金貸付金・国民健康保険事業繰出金等のために

1億9，485万円 （43 ．5％） 9，464万4千円（59．7％）
○お年寄りの福祉のために ○予防のために

9，216万8千円（20．6％） 2 ， 346万3千円（14．8％）
○医療福祉のために

○環境衛生のために
6， 188万3千円（13 ．8％）

○国民年金のために 2 ， 306万1千円（14．5％）

2 ，223万7千円（ 5 ．0％） ○斎場建設のために

○老人医療のために 430万8千円（ 2．7％）
7 ，634万8千円（17 ． 1％）

○君田診療所のために
◎児童福祉のこめに使うお金

918万3千円（ 5 ．8％）
2億8，806万4千円 26 ．6％

○児童手当や福祉手当等のために ○無医地区診療事業のために

8，610万4千円（29．9％） 24万4千円（ 0．2％）
○保育所のために ○公害対策のために

1億9 ，988万2千円（69．4％）
364万6千円（ 2 ．3％）

○家庭児童相談室のために

207万8千円（ 0.7%） ◎清掃(ゴﾐ . し尿処理等）のために使うお金
◎生活保護のために使うお金 2億9，467万4千円 65．0％

3億4 ，598万’千円 32 ．0％ ◎上水道施設整備のために使うお金
◎災害救助のために使うお金

39万円
52万3千円

埼懲＜ば'85 '4'成功させよう科学万



す
を
た
》

Ｕ
茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
理
事

鈴
木
光
太
郎
氏
（
七
十
三
歳
）
Ⅱ

春の

宮中園遊会

蕊

鍵
蕊汽

‐
Ⅲ
」
二
冊
‐
１
Ｌ
写
甲
‐
卜
Ｌ
■
や
品
Ｌ
足
下
～
Ｌ
呂
７
０
沖
」

獄

(5月11日）

赤坂御苑に

ご招待の栄|こ浴されました

｛

虜

錨
癖

五
月
晴
れ
の
五
月
十
一
日
、
恒
例
の

奉
春
の
宮
中
園
遊
会
が
、
赤
坂
御
苑
に
お

吉
い
て
今
年
も
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

秀
た
が
、
こ
の
園
遊
会
に
吉
田
秀
吉
議
長

（
七
十
六
歳
）
Ⅱ
高
戸
二
○
五
Ｉ
が
ご

詔
招
待
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
市
議
会
議
長
は
、
議
長
職
六
期

十
二
年
議
員
活
動
三
十
三
年
余
に
わ
た

る
地
方
自
治
に
尽
さ
れ
た
功
労
者
と
し

て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
推
挙
さ

れ
、
宮
内
庁
よ
り
栄
誉
あ
る
ご
招
待
を

受
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
園
遊
会
に
ふ
さ
わ
し
く
穏

や
か
な
日
和
り
に
恵
ま
れ
、
県
内
か
ら

竹
内
県
知
事
を
含
む
十
三
名
と
共
に
、

全
国
か
ら
ご
招
待
さ
れ
た
斯
界
の
名
士

多
数
参
列
の
も
と
、
春
緑
の
庭
園
に
て

貴
重
な
一
日
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

世
・
前
１
Ｌ
■
可
咄
Ｌ
■
訓
珈
些
馬
岻
岫
臣
和
１
Ｌ
声
甲
咄
』
子
も
皀
予
“
凹
些
弓
咋
庄
一
亨
出
Ｐ
Ｌ
・
『
唯
卜
良
二
市
弥
Ｌ
弓
加
川
山
二
７
川
叱
里
不
咋
Ｌ
日
丁
川
Ｌ
三
和
川
Ⅱ
］

東
本
町
三
’
九
○
Ⅱ
は
、
永
年
に
わ
た

氏
り
木
材
産
業
界
の
振
睡
〈
に
尽
力
さ
れ
、

８燕
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

光
昭
和
三
十
一
年
一
月
高
萩
林
業
協
同

組
合
を
率
先
し
て
設
立
し
、
理
事
長
に

詩
識
唾
野
辮
御
睡
織
謝
詮
誇
耐
錐
催
癖

不
足
す
る
な
か
で
、
県
内
外
か
ら
積
極

的
に
木
材
の
集
荷
確
保
を
図
り
、
傘
下

組
合
員
の
協
力
を
求
め
、
木
材
資
材
の

供
給
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

木
材
価
格
の
異
状
暴
騰
に
さ
い
し
て

は
、
木
材
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
連

ね
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
東
京
ま
で
の

輸
送
を
実
行
し
、
民
生
の
安
定
に
寄
与

室
理
事
し
、
社
会
的
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま

聖
Ⅱ
し
た
。

ー

画

「
科
学
万
博
ｌ
つ
く
ば
鯛
」
は
、
昭
き
る
よ
う
効
率
的
な
連
動
の
展
開
を

和
六
十
年
三
月
十
七
日
か
ら
九
月
十
六
め
る
た
め
五
月
二
十
五
日
『
高
萩
市

日
ま
で
の
六
か
月
間
に
わ
た
り
、
筑
波
学
万
博
を
成
功
さ
せ
る
会
』
が
発
足

研
究
学
園
都
市
で
あ
る
筑
波
郡
谷
田
部
ま
し
た
。

碑

Ｌ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

暁

‐

Ⅲ

Ⅲ

肝

●

、

副

Ⅲ

Ⅲ

．

制

Ⅲ

Ⅲ

．

●

心

刈

Ⅲ

Ⅲ

Ｊ

加

川

Ⅲ

Ｉ

●

皿

Ⅲ

Ⅲ

腓

‐

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ

恥

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

判

Ⅲ

Ⅲ

忌

川

Ⅲ

Ⅲ

牝

Ⅲ

Ⅲ

凹

釧

Ⅲ

Ⅲ

牝

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

叱

杣

Ⅲ

Ⅲ

鷲

心

Ⅲ

Ⅲ

ｒ

伽

Ⅲ

川

●

。

刈

祁

Ⅲ

肌

門

川

Ⅲ

川

●

、

．

畑

Ⅲ

Ⅲ

帳

Ｌ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

噛

曲

Ⅲ

Ⅲ

●

砧

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ

、

ｉ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

、

一

科学博
だよ

入場券前売中〃
（割引率15％）

り
「科学万博つくば'85｣の開催日は、昭和6(）

年3月17日 あと9か月に迫った会場地

では、開催に向けて政府館を始めとする

パビリオンの建設が進められています。

茨城県で行われるこの一大イベントを

ぜひご覧ください。

◎前売券

○大人2,300円満25歳以上

○中人1 ， 190円満15～23歳

○小人 600円満15歳以下

※年齢は、昭和60年3月17日現在

◎当日券

○大人2,700円

○中人1,400円

○小人 700円

◎前売り期間

昭和59年8月16日まで(11期分）

ご希望のかたは、商工課観光係盆(23）

2111－462まで。

科学万博を成功させる会発足 WOB5
マ
．
二
三
画
●
二
三
弓
・
二
三
己
．
二
三
画
●
一
》
一
“
昌
冒
．
昌
弓
呈
三
言
．
二
三
画
，
二
三
》
△
昌
言
．
二
三
一
．
二
三
》
。
二
三
》

町
地
内
一
○
二
畑
の
敷
地
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
万
博
は
、
「
人
間
・
居
住
・
環

境
と
科
学
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
二

十
一
世
紀
を
展
望
し
つ
つ
、
生
活
に
密

着
し
た
身
近
な
科
学
技
術
の
真
の
姿
を

求
め
る
国
際
博
覧
会
で
す
。

こ
の
科
学
博
が
茨
城
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
茨
城
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
が
図
ら
れ
、
訪
れ
る
人
々
と
の
交

流
に
よ
っ
て
県
民
意
識
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
参
加
は

視
野
の
広
い
人
間
形
成
に
役
立
ち
、
ま

た
県
内
の
発
展
基
盤
の
整
備
が
促
進
さ

れ
、
本
県
の
経
済
の
発
展
と
生
活
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

高
萩
市
に
お
い
て
も
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
科
学
万
博
を
理
解
し
、
参
加
で

き
る
よ
う
効
率
的
な
連
動
の
展
開
を
進

め
る
た
め
五
月
二
十
五
日
『
高
萩
市
科

学
万
博
を
成
功
さ
せ
る
会
』
が
発
足
し

ま
し
た
。

ー

い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
州

建
設
募
金
の
お
願
い

県
で
は
、
昭
和
六
十
年
開
催
の
科
学
小

川

万
博
に
県
民
総
参
加
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
剛

て
、
『
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
』
を
出
叩剛

展
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
杣

ビ
リ
オ
ン
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し
て
は
Ⅷ

厳
し
い
経
済
事
情
の
中
て
は
あ
り
ま
す
岬

が
、
名
実
と
も
に
県
民
総
参
加
の
パ
ビ
ⅧⅡ

リ
オ
ン
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
県
川

民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
広
く
建
設
州

資
金
を
募
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
川

こ
の
た
め
、
国
際
科
学
技
術
博
覧
今
更

茨
城
県
推
進
協
議
会
の
中
に
、
科
学
万
』川

博
茨
城
県
出
展
募
金
委
員
会
が
設
置
さ
小

れ
、
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
州

高
萩
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
募
仙肋

金
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
市
役
所
市
民
相
叫

談
室
窓
口
に
、
募
金
箱
を
置
き
、
市
民
州

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
小

な
り
ま
し
た
。
Ⅱ

科
学
万
博
の
成
功
を
め
ざ
し
、
ご
協
叩

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
Ⅱ

1

鍼
瀦
叫
電
喪

馥
鈩
、
叫
轌
淀
識
》 驚鴬鴬

I：
燕輔

＝

二

=

宕

呂

=

冒

呂

呂

二

農

(5) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です。



瀧▲ やったぞ連覇V3 4月22日（日） 水

戸市民総合運動公園体育館において、県内児童福

祉施設バレーボール大会が開かれ臨海学園チーム

が、みごと3年連続優勝の栄に輝きました。

▲4月25日㈱埼玉県蕨市で、 「おはようゲートボール

大会」が開かれ、上島名老人クラブ会員8名が参加しま

した。 日本全国からの参加500チーム､激戦に激戦を重ね

ましたが、残念ながら戦績2勝1敗で、決勝進出の夢は

果せませんでした。

幸
．
｝

一驚蕊蕊蕊錘蒸

謹
蕊
》

▲5月10日（木）上手綱、小場遺跡の発掘調査

を開始するため､クワ入れ式が行われました。

日本道路公団の委託をうけた県教育財団が中

心となって今年9月末まで発掘調査を行う予

定です。

▲5月1 1日㈲安良川神宮司の社会福祉法人愛正会、身体障

害者療護施設『愛正園』で遊歩道の開通式が行われました。

この遊歩道は散歩や園外活動をもっと活発にするために作ら

れたもので、展望台もありカラーアスファルトで舗装されて
（
》 います。延長330m、幅1.2m

：

録

!#"# " “
rⅧ1』 』 ↑? "蕊篭蕊灘雛§織灘

▲5月27日旧） 山王すもう場で、第9回少年すも

う大会が開かれ、小学生90人が参加しました。

成績○団体優勝高浜Aチーム

○個人（優勝者） 1 ． 2年赤津誠二

3年矢田 洋 4年林 栄伸

5年島崎智也 6年高橋 忍

▲5月16日㈱森林公園において、多賀地区緑化推進記

念植樹祭が行われ、参加者の手によって、 こぶし ・はく

もくれん．つつじなどが植えられました。

"…，科学面博懲?<ば'85 (6)



も
「
妙
性
石
岡
命
婦
四
・
二
一
」
社
ヲ
云
う
是
ナ
リ
、
西
向
」
と
あ
り
、
写
真
は
中
郷
石
岡
の
風
景
、

と
あ
り
、
文
亀
元
年
二
五
○
二
の
「
壗
嚢
紗
」
に
も
「
狐
ヲ
命
婦
ノ
御
前
婦
の
住
ん
で
い
た
あ
た
り
」

年
金
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
・

抄
こ
の
よ
、
フ
な
こ
と
か

記
事
に
も
「
妙
智
石
岡
命
婦
五
・
卜
云
ハ
何
事
ソ
」
と
九

丈
華
琴
鮮
震
聯
：
ｆ

、、戎
、
く
過
ｊ
の
官
位
を
有
す
る
婦
人
の
意
で
内
命
婦

一
畔
岼
一
と
よ
ば
れ
た
。
ま
た
五
位
以
上
の
役
人

詩
に
謡

４１
１
《
即
錘
Ｉ
蒋
睦
唾
討
諦
諫
畦
画
い
い
詞
醍
に
窪
御

ｌ

榊
咽
＊
ｉ
…
淵
ｉ

い
と
さ
れ
る
狐
の
異
名
と
さ
れ
て
い
る
。

ｉ

「
大
平
記
」
巻
第
三
十
九
に
、
「
春
日

正
長
元
年
二
四
二
八
）
の
記
事
に
野
ノ
神
鹿
。
熊
野
山
ノ
霊
烏
・
気
比
宮

「
妙
智
尼
石
岡
命
婦
」
と
あ
る
の
は
ノ
白
鷺
・
稲
荷
山
ノ
名
婦
。
比
叡
山
ノ

興
味
深
い
。
「
石
岡
」
は
北
茨
城
市
中
猿
」
と
み
え
、
京
都
伏
見
の
稲
荷
神
社

郷
町
の
地
名
で
あ
る
。
妙
智
尼
の
法
名
の
使
は
名
婦
（
命
婦
）
と
よ
ば
れ
る
狐

を
つ
け
ら
れ
た
女
性
は
、
生
前
に
石
岡
で
あ
っ
た
。

命
婦
と
よ
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
稲
荷
神
社
志
料
」
所
引
の
「
稲
荷

長
禄
四
年
二
四
六
○
）
の
記
事
に
谷
響
記
」
に
「
｜
白
狐
社
元
ハ
命
婦

し
こ
ふ
め

＝

抄

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
》

国
民
年
金
か
ら
、
老
齢
年
金
か
通
算
鍔

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
露

現
況
届
を
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
鈴
経
営
一

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

抄

こ
の
届
は
、
ひ
き
続
い
て
年
金
が
受
律
皆
さ
ん

ゆ

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
大
切
な
手
続
き
缶
け
る
水
を

狂
銅
琴
蝿
礼
湿
乖
鑑
塞
岬
壁
銃
唯
細
評
癖
畔
酔
尋
馳

諏
事
業
は

す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
証
明
は
市
民
課
で
お
こ
な
律
わ
な
い
て

っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
届
の
用
紙
を
紛
鐸
金
で
ま
か

失
し
た
場
合
に
は
、
保
険
年
金
課
国
民
抄
と
な
っ
て

ゞ

８

言

な

秒

わ

な

い

で

‐

謝

一
出
詫
経
営
の

浄

受
律
皆
さ
ん
に

》
き
粋
け
る
水
を
、

Ｆ
評
癖
畔
酔
尋
馳
啼

諏
事
業
は
、

、

粉
鐸
金
で
ま
か
な

一
民
諏
と
な
っ
て
い

ゆ
こ
の
よ
う

経
営
の

し
く
み

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ

け
る
水
を
、
送
り
続
け
て
い
る
水
道
事

茉
は
『
地
方
公
営
企
業
法
』
と
い
う
法

律
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
は
、
市
民
税
な
ど
の
税
金
を
使

わ
な
い
で
、
水
道
を
使
う
人
た
ち
の
料

笠
で
ま
か
な
う
し
く
み
『
独
立
採
算
制
』

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
に

ブ
タ
、

卿
「
石
岡
命

鱒

送
り
出
す
の
に
必
要
な
費
用
は
、
水
道

一
血
糊
繁
蕊

料
金
で
ま
か
な
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
し
く
施
設
を
建
設
す
る
工

事
で
一
度
に
多
額
の
費
用
が
必
要
な
場

合
は
、
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
に
よ
っ

一
○
端
龍
画
需
緬
桧
』
｜
時
、
午
後
三
時

て
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
借
入
金

は
、
毎
年
水
道
料
金
の
な
か
か
ら
利
息

一
○
題
名
「
男
は
つ
ら
い
よ
口
笛
を
吹
く

を
つ
け
て
返
し
て
い
ま
す
。

言
「
蹄
雑
詠
据
治
」

施
設
の
概
要

一
。

○
第
一
浄
水
場
は
、
主
に
生
活
用
水
と
一
○
入
場
料
大
人
一
○
○
○
円
面

し
て
皆
さ
ん
の
家
庭
へ
一
日
当
た
り
九
一
高
校
生
八
○
○
円
舩

岼
耐
紳
啼
舛
嶬
駒
淑
圭
磁
罐
煎
詑
蒜
聿
一
中
学
生
以
下
五
○
○
円
計

号
六
椙
一
醒
歸
廻
語
日
羽

百
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
厘
○
第
二
浄
水
場
は
、
主
に
工
業
用
水
と
一
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
』
はく

川
し
て
工
場
へ
一
日
当
た
り
二
万
証
の
送
一
○
時
間
午
後
二
時
Ｊ内

川
水
施
設
能
力
が
あ
り
、
現
在
七
社
に
給
一
○
入
場
料
Ａ
席
二
、
五
Ｏ
○
円
案

一
軒
部
一
一
へ
岬
配
沁
、
恥

Ⅲ
水
し
て
い
ま
す
。

叫
第
二
十
六
回
「
水
道
週
間
」

ビ？

皿
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
実
施
さ
れ

皿
標
語
「
水
道
は
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
ひ
ら

皿
く
窓
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

ｌ
水
道
週
間
に
よ
せ
て

１
水
道
は
、
人
々
の
健
康
で
文
化
的
な

Ⅲ
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設

Ⅲ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
快
適
な

Ⅲ

Ⅲ
生
活
環
境
整
備
の
た
め
、
水
需
要
の
増

川
大
に
対
応
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
拡

読
唯
梱
錘
睡
津
回
紬
橦
乢
惟
迩
標
一
一
峠
一
ブ
恥
耐
討
帽
Ｆ
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

＋

川
て
の
認
識
と
理
解
を
深
め
、
一
層
の
ご
↑
根
本
昇
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商
店
（
下

一

川
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
討
手
綱
）
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ

ゴ

ー
水
道
課
ｌ
ト
ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

ー

(7)



と
診
断
さ
れ
、
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
は
、
が
ん
を
克
服
し
た
人

の
集
ま
り
で
あ
る
「
茨
城
よ
ろ
こ
び
の

会
」
に
加
わ
り
、
自
分
の
体
験
を
も
と

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
話
し

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

閏
体
の
調
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
の

十
手
７
‐

㈲
一
年
ほ
ど
前
か
ら
、
疲
れ
や
す
い
、

食
欲
が
な
い
、
体
重
が
減
っ
た
、
顔
伍

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
員
員
（
員
員
会
員
実
実
員
呉
会
会
震
屋
屋
屋
屋
屋
屋

忰
験
を
も
と

ん
住
む
滑
川
さ

桧
ん
（
“
才
）

〆
は
、
五
十
六

肪
年
九
月
に
「

滑
卵
巣
腫
瘍
」

「
が
ん
」
か
ら

い
の
ち
を

守
ろ
う
？
．

質
病
院
に
は
、
か
か
ら
な
か
っ
た
の
で
薫
器
杉

が
悪
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

ん
」
か
ら
す
か
？

㈲
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
店
が
（
自
一
・
・
噸
、
酔
一
酔
稗
詩
●
↑

〕
ち
を
な
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
く
ず
れ
た
週
間
に
あ
わ

営
業
）
忙
し
い
こ
と
や
、
他
の
事
が
重
↓
歯
の
衛
生

吋
翫
蝉
醍
識
蝉

こ
と
と
、
過
労
が
原
因
だ
と
思
っ
て
い

つ
う
？
．

ま
し
た
。

峠
や
四
一
缶

そ
の
後
、
婦
人
科
の
検
盗
を
行
い
、

発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

下
手
綱
に
閏
「
茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
」
に
加
入
し

座
む
滑
川
さ
た
理
由
は
？

一
詐
唖
榊
指
癖

ん
（
“
才
）
㈲
そ
れ
ま
で
、
が
ん
に
関
し
て
の
検
診

険
五
十
六
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
と
て

十
九
月
に
「
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

座
糯
蓉
計
門

卵
巣
腫
瘍
」
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
が
ん
検
診
を

叩
ま
し
た
。
受
け
て
ほ
し
い
と
切
望
し
て
、
入
会
し

妃
服
し
た
人
ま
し
た
。

斗
諦
耐
謡
い

よろこびの

ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
ｏ

滑
川
さ
ん
は
、
現
在
普
通
の
生
活
を

」
で
お
話
し
送
っ
て
お
り
、
高
齢
者
大
学
に
人
っ
て

余
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
｜
が

封
を
登
暗
唇
他

と
感
じ
た
の
☆
「
茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
」
の
連
絡
先

県
総
合
健
診
協
会
（
壷
○
二
九
二

↓

れ
や
す
い
、
四
一

○

○

一

二

奉

・

・

っ
た
、
顔
色
管
理
部
長
安
島
正
二
宛
”
《

員
言
言
雲
言
言
言
（
言
員
震
晨
冒
晨
晨
属
晨
晨
員
晨
属
属
層
篝
み
て
土
二

↑

衛
生

ん
き
る
せ
入
．
。
↑

と
さ
舵
蜘
鐸
嵯
州
歩
一
「
昭
和
五
十

、
ｊ
二
子
の

》
え
酔
岬
訓
曄
一
斗
掴
混
《
惟
号
唾
垂
峅
耐
帰
辨

識
藏
一
値
凱
鞆
砂
禧
詠
域
ん
ご
一
な
嘩
紳
↑
倖

や
す

２
田
母
罷
乱
啼
哩
咋
榊

柴
お
お
と
ら
で
．
お
も
↑
の
健
康
管
理

☆
き
の
ん
か
↑
。
｜
ス
ノ

剛
老
永
学
に
ノ
↑
て
言
と

手
を
差
し
上
げ

－

い
て
の
指
導

お
し

母
と
子

枕
形
禅
生
士
に
ｊ
を
酋
禺

い
ま
す
。
｜
が
き
指
導

ｕ
の
会
」
の
連
絡
先
一
先
着
二
五
○
名
の
か
た
に
は
、
粗
品

云
（
壷
○
二
九
二

ま
す
。

箒
０
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０

両
正
二
宛
”
↑

冒
言
言
言
員
一
言
《
（
碁
み
て
ま
す
か
？
．

ｏ
せ
ん
碁
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー

壁
嵯
坤
舞
一
「
昭
和
五
十
九
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
」

い
《
惟
号
に
》
峅
耐
帰
辨
華
恥
い
軒
掴
》
峠
岬
抱
雪

１
叩
７

、
ん
繩
雍
一
な
ど
が
、
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
。

淫
」
も
ほ
ち
の
一
見
や
す
い
所
に
掛
け
て
お
き
、
家
族

い
で
。
諏
舳
一
の
健
康
管
理
に
上
手
に
役
立
て
ま
し
よ

さ
の
ん
か
表
７
。

巳
》
（
》

を
行
い
ま
す
。

☆
日
時
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
九

日
（
金
）

☆
受
付
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時

午
後
一
時
十
分
～
二
時

☆
会
場
中
央
公
民
館

☆
対
象
幼
児
と
母
親

☆
内
容
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
診

と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み

が
き
指
導

先
着
二
五
○
名
の
か
た
に
は
、
粗
品

ら
せ
の
歯
を
守
る
運
動
鐸

=一=ニーーーーニニ－ご'

鶚…謡尊

il
鶚 譜

い
る
も
の
も
あ
る
と
紹

輻
謡
・
得
０
柵
０
韻
０
？
“
屯
領
卑
鈴
‐
△

介
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
も

の
は
他
種
と
の
雑
種
で
あ
っ
て
、
花
が

白
い
の
が
目
立
つ
。
原
種
は
伐
採
さ
れ

た
も
の
か
、
附
近
で
は
ま
だ
発
見
さ
れ

た
も
の
か

て
い
な
い
（

先
月
の
五
月
十
八
日
、

「
い
は
ら
き
新
聞
」
の

第
一
面
に
、
『
高
萩
市

で
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

自
生
確
認
』
の
ニ
ュ
ー

ス
が
、
大
き
く
報
じ
ら

れ
た
。
君
田
小
・
中
学

校
の
通
学
路
や
校
庭
へ
、

父
兄
が
う
え
た
桜
並
木

の
中
に
も
あ
り
、
ま
た
、

校
舎
の
裏
に
自
生
し
て

露

芽
を
包
ん

の
が
特
徴

の
と
し
て

ば
も
っ
て

よ
う
。
実
を
と
り
、
苗
を
そ
だ
て
、
山

地
の
道
ば
た
や
、
休
閑
地
を
か
ざ
り
た

い
。

ど
こ
を
歩
い
て
も
、
く
れ
な
い
の
霞

た
な
び
く
里
ｌ
は
絵
に
な
る
し
、
共

鳴
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
全
く
手
を
加

え
な
い
自
然
の
保
存
も
大
切
で
あ
る
が
、

一
部
を
植
え
た
し
て
自
然
を
保
護
す
る

必
要
も
生
じ
て
来
た
よ
う
だ
。
そ
れ
を

市
が
着
々
、
実
行
に
移
し
て
い
る
の
が

心
強
い
。
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

え
た
草
木

）
い
の
貴
重
な
種
類
シ

１
Ｖ
『
ノ

・く

自
然
に

「
桜
の
里 蝋

器……

オオヤマザクラカラー写真は紅色なのだが……

鰯塾'科学石博懲?<ば'85
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1

母
の
日
の
十
三
日
、
森
林

公
園
で
『
第
十
回
楽
し
く
遊

ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
』
が
開

催
さ
れ
、
市
民
約
五
千
人
が

家
族
連
れ
で
参
加
し
ま
し
た
．

お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
を
表
わ
し
、
親
と
子
が
一

緒
に
な
っ
て
一
日
を
思
い
切

り
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お

う
と
、
市
の
各
種
十
七
団
体

で
組
織
し
た
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

心趨灘慧嶺緯認

合
云 も場 ばい いつ

＝

5,000人でにぎわった

ー

楽しく遊ぼうみんなの広場
…

＝善一＝＝

催
さ
れ
ま
し
た

『
東
京
の
大
学
に
留
学
し
て
い
る
外

国
人
学
生
が
市
民
と
の
交
流
に
よ
り
、

地
方
都
市
の
生
活
を
理
解
し
、
郷
土
の

伝
統
・
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
。
』

こ
の
行
事
は
今
年
で
第
十
回
を
迎
え
、

前
回
ま
で
に
四
十
か
国
三
百
六
十
人
の

留
学
生
が
高
萩
市
を
訪
れ
、
今
回
は
十

四
か
国
五
十
三
人
の
参
加
者
が
、
市
内

の
家
庭
に
民
泊
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
し
い
企
画
と
し
て
、
八
幡

宮
（
安
良
川
）
・
ユ
ミ
ノ
美
容
室
（
秋

山
）
の
協
力
に
よ
り
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
．

学四
月
二
十
八
日
～
三
十
日

生
を
招
待
し
て
、
市
民

る
「
高
萩
国
際
交
流
の

豆
秋
国
際
交
流
の

、認鼬

麺

、認鼬

麺

蕊
藷
蕊
謹高

萩
で
の
数
々
の

想
い
出
を
胸
に
…

3撒

集

ー

鼠
円
泌
掌
津
騨
鐇

欝
籟

§

蝋
§外

国
人
留

あ
交
流
を

伏

が
開

躯

護

パ
ド
ゥ
ラ
君
（
ア
メ
リ
カ
）
・
ガ
ウ
リ

ー
・
ソ
ー
ド
さ
ん
（
イ
ン
ド
）
の
新
郎

新
婦
に
よ
る
神
式
模
擬
結
婚
式
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
か

た
が
た
の
協
力
に
よ
り
、
丹
生
神
社
の

棒
さ
さ
ら
、
本
町
萩
友
会
の
み
こ
し
、

旧
穂
積
家
の
茶
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
十
回

国
際
交
流
終
る

…蕊ー識鐸鱈溌捧環癖

鱗

壷
一

：

’ 蕊鍵瀞

聯幕駕瀧…“鳴辱 鰊H榊靜戦轆

(9)
｢市政案内」は（23） 1151 . 1152ですサービステレフォ



壼
刈

４
１
１
Ｊ
、
１
‐
Ｊ
１
響
１
‐
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｊ
１
１
‐
ｊ
ｊ
ｌ
４
ｊ
ｌ
‐
４
Ｊ
１
’
４

－
〃
高
萩
〃
は
ど
ん
な
ま
ち
？

「

謎

群

↓
謡
鱗
鋤
坪
畷
湧
し

鍵
》
一
“
職
錘
譲
一
睡
懸
撫
《
｝
〃
・
４
Ｊ

一
下
手
綱
一
九
六
七

五
、
山
之
内
製
薬
勤
務

一
単
身
赴
征
で
高
萩
へ
。
（
現
在
は
四
人
家
族

一
長
女
七
緒
美
ち
ゃ
ん
は
お
昼
寝
中
で
し
た
。
）

寺マ

ー
晶
初
来
た
時
に
は
、
何
も
な
い
ま
ち

一
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文

一
化
会
館
、
図
書
鮪
な
ど
が
出
来
て
、
街

＊
』
卜
Ｆ
卜
Ｆ
ｂ
Ｆ
Ｌ
ｂ
ｂ
・
Ｐ
、
ト
ト
伊
Ｆ
Ｌ
Ｐ
ト
ト
ト
ト

て
び
っ
く
り
し
‐

化
会
館
、
図
聿
見

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

大

’
九
年
前
転
入
さ
れ
た
大
石
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｉ

〃
花
貫
ダ
ム
〃

今
年
の
三
月

十
五
日
、
柏
義

夫
先
生
（
現
北

茨
城
市
立
明
徳

小
学
校
教
諭
）

著
の
写
真
集
が
、

茨
城
新
聞
社
出

版
部
よ
り
発
刊

さ
れ
ま
し
た

豊
か
な
花
貫
川
の
上
流
に
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
（
社
会
科
の

教
材
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
）
建
設
の
は
じ
ま
る
前
か
ら
完
成
ま

で
を
根
気
よ
く
カ
メ
ラ
で
追
っ
た
ダ
ム

建
設
の
ド
ラ
マ
が
こ
の
写
真
集
に
、
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
写
真
集
発
刊

‘

奪奥鯵

伊傘

徳農次 石辰夫さん(左)、妻厚子さん(右）
長男辰樹君(中）
大石辰夫さん一家

以
前
は
、
静
岡
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
一二

静
岡
市
は
、
“
万
都
市
で
す
か
ら
、
高
一
《

萩
と
比
較
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
《

高
萩
は
、
商
店
特
に
専
門
店
が
少
な
い
一

よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ち
が
発
展
す
る
に
は
、
や
は
り
、
一
Ｌ
《

〃
人
〃
が
多
く
集
ま
る
こ
と
が
第
一
で
奎一

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
一

〃
人
〃
が
集
ま
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
《

が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
冬

こ
れ
か
ら
、
高
萩
市
が
ど
の
よ
う
に
一

住
み
よ
く
な
っ
て
い
く
か
楽
し
み
に
し
一《

て
い
ま
す
。
塾

Ｉ
勝
ト
ー
膿
ト
ト
ト
ｒ
‐
腸
ト
ー
膨
卜
‐
ｌ
伝
‐
膿
‐
‐
！
‐
‐
！
‐
卜
‐
！
惨
‐
勝
‐
‐
ｔ
ｉ
Ｌ

〃
た
か
は
ぎ
の
歴
史
〃
が
出
版
″

「
中
世
常
陸
の
農
村
社
会
』
（
多
珂

郡
赤
浜
妙
法
寺
過
去
帳
を
読
む
。
）
が
、

筑
波
書
林
よ
り
五
月
十
日
に
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
志
旧
諄
一
先
生

（
現
キ
リ
ス
ト
教
大
学
学
長
）
が
、
巾

報
『
た
か
は
ぎ
』
に
「
た
か
は
ぎ
の
歴

史
」
と
し
て
連
載
（
昭
和
五
十
一
年
九

月
か
ら
五
十
九
年
三
月
ま
で
）
し
た
う

ち
の
、
「
赤
浜
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
加

筆
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

物
も
多
い
て
す
ね

１
Ｎ
副
ｌ
９
４
Ｉ
Ｊ
ｑ

』
用

Ｉ
ｕ
ｑ
４
Ｊ
剤
１
１
１
判
９
４
別
１
１
剣
１
Ｊ
引
１
１
“
１
Ｊ
君
１
１
祁
笥
ｊ
詞
０
１
召
Ｊ
１
１
判
ｊ
罰
１
ｊ
ｑ
ｌ
詞
Ｉ
ｊ
４
１
Ｊ
詞
１
４
４

《

並
み
か
ず
い
分
変
わ
っ
て
米
ま
し
た
れ
。

都
会
に
は
な
い
、
緑
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
生
活
す
る
に
は
と
て
も
良
い

こ

ろ

で

す

親

霧瀧繊､鞭‘
競錨、辮剛蕊

つ
‐
れ
で
楽
し
め
る
行
事

f

t

§

爵癖嶺霞轍蟻遜識弗蕊

一
》

ヤ
仙
畦
１
し
《

鍛嬢

豊識

山

・
・
・
”
“
一
・

手

画
・
一
・
・
二
△

二
・
一
呈
』

・
一
・
二
・
阜
量

言

・

垂

呈

呈

二

石
・
・
・
・

三

号

二

・

△

Ｆ
名
・
呈
△

》
》
ろ
』

一と

茗

・

且

一
呈

宅
・
二
・
”
』
』

マ
ニ
△

・・

町

＆
，
映
画
会
八
９

○
六
月
九
日
出
午
後
二
時
三
十
分
～

（
毎
月
第
二
土
曜
日
）

ア
ニ
メ
「
リ
ボ
ン
の
騎
士
」

「
一
体
さ
ん
」
入
場
無
料

Ａ
１
お
は
な
し
会
Ａ
１

○
六
月
二
十
三
日
㈹
午
後
二
時
三
十

分
～
三
時
三
十
分

（
毎
月
第
四
土
雌
日
）

高
萩
の
昔
話
や
紙
芝
居
な
ど

｜
般
書

l",‘,｡｡‘･ ' 14,.‘･･･‘' 1‐

『
雲
な
が
れ
ゆ
く
』
池
波
正
太
郎

『
象
工
場
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
』

村
上
春
樹

『
メ
イ
ン
テ
ー
マ
』
片
岡
義
男

『
気
ば
た
ら
き
し
て
ま
す
か
』

塩
月
弥
栄
子

『
新
・
夢
千
代
日
記
』
早
坂
暁

『
花
の
日
々
に
』

木
村
梢

『
わ
た
し
の
三
面
鏡
』
沢
村
貞
子

『
愛
を
積
む
』

穂
積
美
千
子

『
夢
の
菓
子
を
た
べ
て
』
田
辺
聖
子

『
構
造
と
力
』

浅
田
彰

図
耆
館
伝
言
板

「
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』

場
無
料
Ｊ
・
Ｒ
．
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン

『
ベ
シ
は
ア
ン
ナ
が
好
き
』

時
三
十

ぺ
ｌ
タ
ー
・
ヘ
ル
ト
リ
ン
ク

『
詩
集
た
か
ひ
ろ
』
宮
城
ま
り
子
湘

絵
本
ｌ
下
弗
ｌ
ｆ
‐

『
森
の
賢
者
ヒ
ダ
エ
モ
ン
』

ミ
ヒ
ヤ
エ
ル
・
エ
ン
テ

『
竜
の
は
な
し
』

富
沢
賢
論

『
ね
こ
と
わ
た
し
の
ね
ず
み
さ
ん
』

着
葬
一
ス
ー
ジ
ｌ
ボ
ー
ダ
ル

新
雫
一
『
；
…
…
Ｉ
；
ｆ
ｆ
３
ｉ
簾
…
…
！
…
’

一
護
謬
壷
と
を

華
電
話
教
育
相
談

『

一
○
相
談
時
間

正
太
郎
一
日
曜
、
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時

《
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午
後
三

卜
』
一
時
ま
で
，
（
た
だ
し
、
八
月
中
は
休
業
）

一
蕾
諏
一
○
相
談
員

一
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所
ス
タ
ヅ
フ

』

尋
○
相
談
先

い
栄
柚
垂
○
一
聿
郡
峠
岬
諫
斗
蝦
榊
埼
奉
恥
↓
韮
副

》
貞
子
一
相
談
上
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
”

美
千
子
一
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

埋
聖
子

一
椎
鍛
緋
虐
榊
替
坪
凧
洋
悲
歩
小
津
剛
ｉ
ｆ
＃
噸
篇
９
１

》
田
彰

一

）

ｆ
入
器
叱
勃
Ｙ
＃
ｒ
＃
ｆ
斜
Ｙ
＃
ｒ
鼎
Ｉ
Ｊ
Ｉ
＃
い
ｊ
ｆ
４
常
１
渉
肌
静
啼
轍 』

し

児
童
書

承》

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
研
究
所
、
電
話
教
育
相
談
（
恋
》

Ｕ
二
九
四
’
五
三
’
六
八
七
○
）

相
談
上
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
．
》

瞳
名
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

粧
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

班

』

いきてるみ

（5歳）
一画一一

i
i"市つ。

歸雛
〉＃課に七ら勝

>#忍燕点＃
（10

辛み今生濫準シ今＊シ守唯里守窪…墓承＝やｰや澪やどく華＝華 恥＝＝…

F一一一一竜

鱗灘今年は夢と魔法の王国
Ⅷ市民号帆

東京ディズニーランドへ

識
今年の市民号は、市制30周年を記念して家族で楽しめる東京テゞイズニ

ーランドときまI)ました。ふるってご参加ください。

と き 8月26日（日） 日帰･り

ところ東京テ．イズ．ニーランド

コース高萩= I垂野 圭二三今ディズニーラン ｰﾆﾐｰ垂→｜』f一両秋
募集人員 600人（先着111頁とします｡）

費用（予定）おとな12， 50 （)円 こども9， 0001リ

※婁集詳細]につきましては、 7月号市報でお知らせいたします。

驚蕊
詔 兎

＃

鱸鍵
"…，科学万鎧?くば'85



…
Ｉ

松
く
い
虫
防
除
の

空
中
散
布
に
ご
協
力
を

今
年
も
松
く
い
虫
の
被
害
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
空
中
散
布
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
防
除
は
、
人
家
、
畜
舎
、
桑

畑
、
牧
草
、
し
い
た
け
ほ
だ
場
、
水
源

等
を
除
外
心
、
松
林
に
薬
剤
を
散
布
す

松
林
に
薬
剤
を
散
布
す

散
布
区
域
に
近
綾
發
為
性
宅
の
場
合

大
変
で
も
散
布
中
は
雨
戸
を
閉
め
、
池

に
は
ビ
ニ
ー
ル
等
で
お
お
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
前
に
巾
広
糀
耶
に
よ
り

広
報
い
た
し
ま
す
。

※
雨
天
・
風
速
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場

合
は
、
散
布
期
日
が
順
延
と
な
り
ま
す
。

る
も
鍛
感

蕊
糺
灘

耀
》
誹
茄
幹
ゲ
晶
悪
呼
宇

、
貼
貼
…

哩貼

少
誹
や
品
に

串

貼

ｊ

雌
蕊
鶴

患
§
職
畷

、
人
畜
、
蔦

熟
蝿
…
ゞ

く
へ
：
土
中
に

薬
剤
で
、
側
散
布
量
も
一

八
４
と
細
豐
里
で
す
“

り
を
保
ち
な
が
ら
、
さ
ら
に
農
家
等
の
《
り
ま
す
。

（

生
活
改
善
の
講
習
・
研
修
・
集
会
の
場
一
六
月
中
旬
に
現
況
届
用
紙

を
提
供
し
、
地
域
の
生
活
改
善
を
図
り
、
《
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

今

柵
祉
の
川
上
を
め
ざ
し
て
建
設
さ
れ
た
《
だ
さ
い
・

宗

●
●

一
霧
こ
ん
な
人
は
注
意
を
／
，

も
の
で
す
。

一
岬
拙
調
型
州
崎
崎
詐
叩
哺
謝

木
造
平
屋
建
、
建
築
面
積
一
○
八
・

四
八
唾
敷
地
面
積
四
六
○
㎡
。

（
総
工
費
一
千
百
三
万
六
千
円
）

卜
う
ト
リ
ｆ
う
Ｉ
り
ｆ
ｊ
ｆ
う
ト
ゾ
ト
う
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ぐ
う
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
１
ｆ
う
ｆ
ｊ
ｆ
贈
ｊ
ｆ
う
ぐ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ

》

完
成
し
ま
し
た
〃
《
一
忘
れ
ず
喝
／
，

窪

秋
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
一
現
況
届
は
、
毎
年
一
回
、

こ
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
常
磐
》
受
給
者
自
身
か
出
す
届
で
す

自
動
車
道
建
設
に
伴
う
生
活
環
境
の
変
一
を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分

化
に
対
し
、
今
ま
で
の
地
域
の
つ
な
が
》
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

実施者
北
側
（＃

二
■
Ⅱ
Ｉ
１
ｉ

日
”I 可IlUl ’

一L一 1←÷

局秋巾秋山､高萩地区
|上手綱赤浜地区

6月7日(刺 153hf

萩市6月8日㈱ 153 可

､福平、赤浜、高戸地区(国有林）

高戸地区(国有林）高戸地区(国有林）

高萩営林署畔

癖
一
州

6月8日㈱ 135

5萩営林署

高萩地区

6月9日仕） ９
｜
㈱ 高萩市6月23日

高萩市6月24日(日）

6月24日旧）

6月25日(Ⅱ）

-I手綱､赤浜地区153

木) |高萩営林署｜

口
上手綱、福平、赤浜、高F

赤浜、高戸地区(国有林）

市営野球場、高戸(地上散

市営間｡球場、高戸(地上散

高戸

高戸(地上散

5戸(地上散

地区 国有ホ蠅

Ｑ 高萩営林署

高萩市

L‐ ÷ 工
局秋巾

高萩営林署

布6 月中旬 28

布7月上旬 28

※時間はいずれも午前4時30分から午前9時30分までです｡ /高萩営林笥
塙萩市役所農林課ノ
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ドリ用ください”
ゴ
ー"ﾃﾆｽｺｰﾄを熱

す
べ
て
の

。
こ
の
届

以
降
の
児

き
な
く
な

を
送
り
ま

を
し
て
くＩ

ｉ
Ｉ

Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所

で
は
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
、
次

識
孵
鍛
胴
唖
埼
畢
、
涯
甦
韮

現
在
、
尚

な
い
人
は

手
当
用
の のは淵

》

Ｉ
児
童
手
当
現
況
届
Ｉ

-KDD茨城衛星通信所一

鱗
利
用
く
だ
さ
い
・

一
、
利
用
日
と
利
用
時
間

児童手当

二
、
所
庇
地
と
．

一
利
用
申
し
込
み

熱
凹
、
利
用
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

》
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
阿
生
通
信
所

庶
務
課
恋
三
’
三
二

記
入
の

桓
唾
又
１
手

一
ｊ

乱
め
り
主
よ
斗
９
グ

所
得
証
明
書
を
。

・
特
別
給
付
を
受
け
て
い
る
人

（
厚
生
年
金
加
入
者
）
は
、
勤

務
先
か
ら
の
年
金
加
入
証
明
書

が
必
要
で
す
。

提
出
期
限
七
月
五
日
ま
で

拠
出
先
保
険
年
金
課
（
印

猟
持
参
）

午
前
九
時

毎
週
月
曜
日
と
木
曜

当
所
庶
務
課
に
所
定
の
申
込
書

ク
レ
ー
コ
ー
ト
ニ
Ⅲ

日
が
原
則

高
萩
市
石
滝
字
上
台
五
七
五

冬

ナ 鼠
’ー

共
ご

I‘、

二
二
Ⅲ
ム
ー

皇
９
事
前
に
許
可

卜

数 必
要
事
項
を

キンザ
ワソ ･ ー今．

｢わが家の自慢のお米料理」 ‐でアイデア賞に.／ 茨城県米消費拡
推進連絡協議会
茨城県米穀協会主催☆ひじきごはん☆

〈作り方＞

①お米は炊

②ひじきは

切る。油

する。に

③おfIMに油

プを加え

イ |-が少し

④お米に煮

れて炊く

て鴨りつ

〈 1時

やわら

腸は熱

んじん

を熱し

、煮た

残る暇

11･とだ

･火を

ける。

間前に洗っておく。

かくもどして水を切り、 3cIn<らいに

湯をかけて油抜きし、小口か細切りに

は千切'）に。

、②の材料をいためる。だし汁％カツ

ったら醤油、みりん、お酒を入れ、煮

度に煮る。

し汁を合わせて3%カップと、塩を入

止めたら具をのせ、 10分程度蒸し混ぜ

〈材料＞

4人分一

お米3力、ソフ。

ひじき309

油揚1枚

にんじん309

だし汁4力、ソフ．

|醤油大さじ2

1み'）ん大きじ1

1お酒大きじ1

1汕大きじ2

｜お｣鉦/｣、きじ1

三

昭和58年度'わ

が家の月‘|挫のお

米料理」部門で、坂坂本朝子さ
本さんの「ひじきご （市内秋山）

はん」がアイデア賞

を受賞しました。

坂本さんは、昭和39年から高萩市食生

活改善推進貝として活躍されております〔

坂本朝子さ ん

（市内秋山）

(11）
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です



日曜当番医

6月24日 大和町樋渡医院 22 2202

7月1 日 石病 院 東本町 23 1711

全生堂医院 本 町 22－2306

7月8日

'一王医院 十王町 32－3266
蹄鞭

滝川医院7月15日 春日町 23 3100

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

釜
口
意
あ
、
ノ
が
と
う

圏
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

・
樋
渡
喜
一
さ
ん
三
組
）
ｌ
大
和
町

二
組
は
衛
生
課
へ
）

・
志
田
諄
一
さ
ん
ｌ
日
立
市

古
書
寄
贈

・
山
口
恒
守
さ
ん
安
良
川

・
正
木
和
男
さ
ん
１
束
本
町

・
飯
田
た
い
子
ざ
ん
島
名

鈴雷
初夏の夜は明け易く、もう五時には、早起きの/｣烏達もl轌

〆-、 り初める◎今年も吾が家の鈴雷が、朝露の中|こ咲き出した。

－緑の広い葉に白い小さな鈴をいくつも付けた香り高い花は、
清純な乙女を想はせる。それにしても本場の北海道では、ま

だ雪の下に眠っているのだろうか。

絵と文伊藤龍馬

ll l l l l [11 1Ⅲ|Ⅱ1 11Ⅲ1 11Ⅲll ll lI l Ⅱl I ll l lⅢI l llⅡl l IⅢl川ⅡI l ll l llⅢl ll I l l ll lI ll lⅡ l l l II IⅡI ll l lIl l lⅡⅡⅡ1 11ⅢⅡI l l l l l l川1 Ⅱl l l l llⅡll l l lⅢIⅡ11 1 1ⅡI l I INll lI l Il II lI lI l l l l l l IⅡ

中国残留孤児援護基金募集
識唖宅

－6月の納税一

市県民税（1期）

国民年金(,w,)

チャリティショー
母国に帰りたい

心を助けよう

一日も早く中国残留日本人孤児の

帰国促進と日本定住のための援護基

金を募るチャリティショーです。市

民の皆さまの参加を希望いたします。

～人口と世帯～

前月比

人口 33,466 （＋64）

男 16,392 （＋17）

女 17,074 (+47)

世帯 9,993 （＋42）

(昭和59年5月1日現在）

卜
祇
‐
今
批
』
罰

期限 6月30日

i (友情出演者）

｜ 歌謡曲三波春夫（カラオケの特別レッスン）
i 浪曲演歌国友 忠

万 才総瀞家蝋《も"縮易うょで蝿率の’ノヘ｛

＝司 会荒木おさむ

｜ と き 7月5日 （木）午後1時、午後6時
# ところ高萩市文化会館

I 入場料2,000円

i 主催者春陽会

｜ 後 援厚生省、高萩市、高萩市社会福祉協議会
： 前売所高萩市社会福祉協議会
i-------------------------------------________________________________________

¥． ､ 釦穿卓騨捧鋒鍵雑評詳~串鍔F鏡困室鍔当弼

学
校
プ
ー
ル
を
夏
休
み
期
間
中
自
由

開
放
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

管
理
指
導
貝
を
募
集
し
ま
す
。

・
期
日
七
月
二
十
八
（
土
）
、
二
十
九

日
（
日
）
、
八
月
四
（
土
）
、
五

（
日
）
、
十
一
（
土
）
、
十
二
（
日
）

十
八
（
土
）
、
十
九
（
日
）
、
二

十
五
（
土
）
、
二
十
六
日
（
日
）

〕
時
間
（
土
）
午
後
一
時
～
四
時

（
日
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時

〕
管
理
場
所
高
小
、
束
小
、
秋
小
、

松
小
、
高
中
プ
ー
ル
の

い
ず
れ
か

「
募
集
し
ま
す
／
，
』

プ
ー
ル
管
理
指
導
員

教
育
委
員
会
で
は
、
妬
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
証
取
得
講
習
会
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
日
時
六
月
二
十
三
日
（
土
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で

・
場
所
高
萩
市
立
図
書
館
会
議
室

・
対
象
者
子
供
会
指
導
者
、
教
育
関

係
職
員
、
そ
の
他
高
校
生

以
上
の
希
望
者

・
講
師
県
視
聴
覚
指
導
員

田
中
鉱
一
郎
先
生

・
受
講
料
七
百
円

※
お
申
し
込
み
は
、
受
講
料
を
添
え
て

高
萩
市
立
図
書
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
（
壷
二
三
’
七
一
七
四
）
ま

・
資
格
①
年
齢
二
十
か
ら
五
十
五
歳

で
泳
力
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上

の
か
た

②
前
記
実
施
日
の
う
ち
五

日
以
上
管
理
可
能
な
か
た
・

。
謝
礼
（
土
）
千
五
百
円

（
日
）
二
千
五
百
円

※
お
申
し
込
み
は
、
六
月
三
十
日
（
土
）

ま
で
に
、
市
民
体
育
館
（
狂
二
三
’

二
五
五
二
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

で
ど
、
「
ノ
ヂ

帽
ミ
リ
映
写
機
操
作

講
習
会

埼禽<IJ'85成功させよう科学万 12)


